
問

ご
み
の
分
別
で
は
、

青
い
ご
み
袋
に
消
火
器
、

桃
色
の
ご
み
袋
に
注
射
器

が
混
入
さ
れ
た
事
例
が
あ

っ
た
。

電
子
た
ば
こ
や
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
も
ゴ

ミ
に
出
さ
れ
て
い
る
。

正
し
い
分
別
を
す
れ
ば

資
源
と
し
て
な
る
が
、
分

別
を
間
違
う
と
大
変
危
険

で
あ
り
、
全
国
各
地
で
は

収
集
車
か
ら
の
出
火
や
、

処
理
場
で
の
火
災
な
ど
も

発
生
し
て
い
る
。

施
設
稼
働
停
止
に
な
れ

ば
、
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
が
出
る
。

持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
の

う
ち
、
分
別
さ
れ
て
い
な

い
も
の
、
危
険
を
伴
う
ご

み
の
状
況
な
ど
は
ど
う

か
。市

民
へ
の
啓
発
や
、
周

知
徹
底
の
方
法
は
ど
う

か
。

市
民
部
長

ゴ
ミ
袋
の
中

に
、
消
火
器
や
注
射
器
な

ど
、
作
業
員
に
危
険
が
及

ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

や
、
電
子
た
ば
こ
や
モ
バ

イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
、

ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理

施
設
の
火
災
の
原
因
に
つ

な
が
る
も
の
が
、
毎
月
の

よ
う
に
発
見
さ
れ
て
い

る
。リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

お
け
る
発
火
件
数
も
増
加

傾
向
で
、
令
和
４
年
度
は

件
あ
り
、
５
年
前
と
比

82較
し
約
８
割
増
加
し
て
い

る
。危

険
な
ご
み
や
、
火
災

の
原
因
と
な
る
ご
み
の
混

入
防
止
に
向
け
て
、
市
広

報
や
エ
コ
通
信
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ラ
イ

ン
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
な
ど

を
活
用
し
た
啓
発
を
実
施

し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
に
は
、「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
改
定
し
、

各
世
帯
に
配
布
す
る
予
定

だ
。ご

み
分
別
出
前
講
座
を

開
催
す
る
な
ど
、
町
内
会

等
の
団
体
と
連
携
し
た
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

消
火
器
は
販
売
店
等

に
、
注
射
器
は
医
療
機
関

等
に
処
理
を
依
頼
す
る
。

電
子
た
ば
こ
な
ど
の
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、

月
１
回
の
「
蛍
光
管
、
乾

電
池
等
」
の
日
に
排
出
す

る
こ
と
な
ど
、
周
知
を
徹

底
し
て
い
る
。
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▽

日
に
、
令
和
５
年
度

月
補
正
予

18

12

算
案
・
追
加
分
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
現

下
の
物
価
高
騰
対
策
に
総
額

億
円
を

40

充
て
る
大
型
補
正
と
な
り
ま
す
。

▽
内
容
は
、
一
般
家
庭
等
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料

金
支
援
（
一
世
帯
２
千
円
）
、
医
療
機

関
（
病
院
１
床
当
た
り
３
万
円
、
有
床

診
療
所
同
５
万
円
）
、
高
齢
者
施
設
・

障
が
い
者
施
設
（
定
員

人
以
上
は
１

30

人
５
千
円
）
、
他
に
、
施
設
園
芸
農
業

者
、
き
の
こ
生
産
施
設
、
畜
産
農
家
、

漁
業
者
等
の
燃
油
・
資
材
・
飼
料
等
の

支
援
、
乗
り
合
い
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
等
確
保
の
た
め
の
大
型
免
許

等
取
得
費
支
援
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
等
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。他
に
、

防
災
・
減
災
、
等

公
共
事
業
等
に
３

９
２
億
円
計
上
。

要望書を副知事へ

▽
県
で
も
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
が

１
年
以
上
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
価
格
等
の
上
昇
が
長
期
化
、
県
民
・

事
業
者
か
ら
「
野
菜
・
卵
・
肉
が
高
い
」

「
ガ
ス
代
・
電
気
代
・
水
道
代
が
高
い
」

「
医
療
資
機
材
が
高
騰
し
て
い
る
」「
エ

ア
コ
ン
を
我
慢
し
た
」
等
の
切
実
な
訴

え
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
県
議
団

は
、
春
の
改
選
後
も
物
価
高
騰
対
策
を

繰
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。
石
川
渉

県
議
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
に
つ
い
て
、
ほ

と
ん
ど
の
県
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
、
コ
ロ
ナ
５
類
化
後
も
ひ
っ
迫

す
る
医
療
機
関
へ
の
対
策
の
追
加
は
私

が
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
農
家
・
小

規
模
業
者
・
女
性
団
体
等
の
県
へ
の
要

請
に
も
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

補
正
予
算
は
、
関
係
者
の
運
動
の
成
果

で
あ
り
、
県
議
団
の
主
張
も
反
映
さ
れ

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）
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新つるおかＨＰ

７
日
の
鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
、
長
谷

12

川
剛
議
員
が
、
①
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
②
若
者
の
支
援
、

③
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ご
み
分
別
の
市
民
へ
の
啓
発
や
周
知
は

問

市
民
団
体
が
市
内
で

実
施
し
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
学
生
向
け
食
料
支

援
活
動
の
「
ほ
っ
と
ま
ん

ぷ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

人
か
ら
多
い
と
き
で
は

33
人
が
利
用
し
て
い
る
。

74
「
コ
ロ
ナ
で
バ
イ
ト
が

な
く
な
っ
た
」
の
声
や
、

物
価
高
騰
な
ど
の
生
活

苦
、
奨
学
金
返
済
や
進
路

な
ど
、
将
来
不
安
の
声
が

多
く
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
市
内
循
環
バ
ス

な
ど
、
公
共
交
通
利
用
時

の
補
助
を
求
め
る
声
も
出

さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
日
本
の
高
等

教
育
は
世
界
で
最
も
学
費

が
高
く
、
か
つ
奨
学
金
が

困
難
で
あ
り
、
学
生
が
深

夜
バ
イ
ト
や
徹
夜
バ
イ
ト

を
し
、
そ
の
家
族
に
も
甚

大
な
負
担
を
強
い
て
い

る
。市

と
し
て
学
生
へ
の
支

援
や
、
公
共
交
通
利
用
料

な
ど
の
援
助
が
で
き
な
い

か
。

企
画
部
長

庄
内
交
通
が

運
行
し
て
い
る
市
内
バ
ス

路
線
の
運
賃
は
、
中
学
か

ら
大
学
ま
で
の
学
生
が
利

用
で
き
る
「
学
生
１
０
０

円
バ
ス
」
と
い
う
企
画
が

あ
る
。

北
は
茅
原
、
南
は
サ
ウ

ス
モ
ー
ル
み
～
な
、
東
は

旧
苗
津
の
荘
銀
前
、
西
は

庄
内
観
光
物
産
館
前
の
範

囲
で
、
学
生
証
を
提
示
す

る
だ
け
で
片
道
１
０
０
円

で
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
市
内
循
環
線
で

は
使
え
な
い
が
、
そ
れ
以

外
の
羽
黒
線
と
か
、
あ
つ

み
温
泉
線
な
ど
、
１
日
片

道

便
で
使
う
こ
と
が
で

56
き
る
。（

２
面
に
つ
づ
く
）

生
活
苦
に
あ
る
学
生
へ
の
支
援
は



問

非
正
規
雇
用
の
う
ち

７
割
が
女
性
で
あ
り
、
男

女
賃
金
格
差
の
最
大
の
要

因
と
も
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
職
員
の
う
ち
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
割

合
と
男
女
比
は
ど
う
か
。

非
正
規
か
ら
正
規
雇
用

へ
の
採
用
実
績
は
ど
う

か
。会

計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

本
年
４
月
１

日
現
在
の
全
職
員
数
は
２

７
７
０
人
で
、
そ
の
う
ち

会
計
年
度
任
用
職
員
は
８

８
３
人
で
、
全
体
に
占
め

る
割
合
は
約

・
９
％
と

31

な
っ
て
い
る
。

そ
の
男
女
比
は
、
お
お

よ
そ
２
対
８
と
な
っ
て
い

る
。会

計
年
度
任
用
職
員
か

ら
正
規
職
員
へ
の
採
用
実

績
は
、
職
員
採
用
試
験
を

経
て
正
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
る
例
も
あ
り
、
今
年

度
は
６
人
を
採
用
し
て
い

る
。会

計
年
度
任
用
職
員
の

評
価
に
つ
い
て
は
、
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
対
応
し
つ
つ
、
効
率

的
で
質
の
高
い
行
政
の
実

現
を
図
る
上
で
、
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。事

務
補
助
の
ほ
か
、
繁

忙
期
の
窓
口
対
応
や
、
教

育
、
子
育
て
な
ど
の
分
野

で
は
専
門
的
な
知
識
・
経

験
を
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
領
域
に
お

い
て
も
正
職
員
を
補
完
す

る
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

問

山
形
県
の
最
低
賃
金

が
、

月
か
ら
時
給
９
０

10

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。本

市
職
員
の
遡
及
実
施

は
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

市
で
任
用
し

て
い
る
会
計
年
度
任
用
職

員
の
う
ち
、
最
低
賃
金
を

下
回
る
職
の
報
酬
の
号
給

調
整
を
、

月
１
日
付
で

10

行
っ
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
改
定
と
そ
の
遡
及
に

つ
い
て
は
、
一
般
職
と
同

様
に
、
人
事
院
及
び
県
人

事
委
員
会
か
ら
の
勧
告
に

合
わ
せ
て
適
切
に
見
直
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
一
般
職
給

料
表
の
改
定
に
準
じ
て
４

月
１
日
に
遡
及
し
て
改
定

を
行
い
、
そ
の
差
額
を
12

月
に
支
給
し
て
お
り
、
今

年
度
も
同
様
の
対
応
を
検

討
し
て
い
る
。

問

今
年
４
月
の
国
会
で

地
方
自
治
法
が
改
正
さ

れ
、
来
年
度
か
ら
は
全
て

の
会
計
年
度
任
用
職
員

に
、
こ
れ
ま
で
の
期
末
手

当
に
加
え
、
勤
勉
手
当
も

支
給
が
可
能
と
な
っ
た
。

来
年
度
の
施
行
に
向
け

て
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
済
に

関
す
る
条
例
改
正
や
支
給

対
象
者
数
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

来
年
度
か
ら

支
給
で
き
る
よ
う
、
本
議

会
定
例
会
に
条
例
改
正
を

提
案
し
て
い
る
。

勤
勉
手
当
の
対
象
者

は
、
今
後
規
則
で
定
め
る

こ
と
と
な
る
が
、
期
末
手

当
の
条
件
と
同
じ
く
、
基

準
日
に
お
い
て
６
月
以
上

の
任
用
期
間
が
あ
り
、
１

週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間

が

・
５
時
間
以
上
の
職

15
員
を
支
給
対
象
と
す
る
予

定
だ
。

本
年
４
月
１
日
現
在
の

職
員
数
で
試
算
す
る
と
、

約
６
３
０
人
を
見
込
ん
で

い
る
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月14日入札分

・湯野浜コミュニティセンター受水槽更新工事（湯野浜一丁目1－7）（入札5業者）
(有)冷熱設備今野 4,780,000円（5,040,000円）工期～6/3/22（落札率94.84％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月14日入札分

・市公共下水道事業 汚水１号幹線ほか改築(地震対策)実施設計業務（みどり町地内ほか）
（入札9業者うち7業者辞退、1業者無効）
(株)東京設計事務所 山形事務所 15,500,000円（15,910,000円）期間～6/3/29（落札率97.42％）

的
に
推
進
す
る
た
め
、
家

庭
系
ご
み
に
使
用
す
る
市

指
定
ご
み
袋
の
「
色
の
変

す
ご
み
」
の
組
成
分
析
を

行
い
、
古
紙
類
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類

等
、
分
別
す
れ
ば
資
源
と

な
る
も
の
が
混
入
し
て
い

る
こ
と
、

ご
み
焼
却
施
設
で
は
、

焼
却
で
き
な
い
鉄
線
な
ど

の
金
属
類
が
混
入
し
て
い

る
こ
と
、

収
集
等
で
は
、
市
で
処

理
で
き
な
い
違
反
ご
み

や
、
使
い
切
っ
て
い
な
い

ス
プ
レ
ー
缶
等
の
危
険
物

が
混
入
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
課
題
を
あ
げ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
し
た
ご
み
を
確

認
し
易
く
す
る
「
ご
み
の

見
え
る
化
」
に
改
め
、
た

鶴
岡
市
廃
棄
物
対
策
課

で
は
、
ご
み
の
適
正
な
分

別
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
効
果

更
」
を
検
討
し
、
13

日
の
市
議
会
市
民
文

教
常
任
委
員
会
に
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

変
更
す
る
ご
み
袋

は
、茶

色
の
も
や
す
ご

み
袋
を
「
乳
白
色

化
」、青

色
の
金
属
・
そ

の
他
の
ご
み
袋
を

「
透
明
化
」
の
２
種

類
で
す
。

変
更
の
時
期
は
、

令
和
７
年
度
秋
以
降

を
見
込
ん
で
い
ま

す
。市

で
は
、
「
も
や

だ
し
燃
や
す
ご
み
袋
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
一
定
の

配
慮
を
し
、「
乳
白
色
化
」

と
し
て
い
ま
す
。

変
更
時
期
は
、
新
色
ゴ

ミ
袋
の
製
造
・
販
売
と
、

従
来
の
ゴ
ミ
袋
の
在
庫
状

況
に
よ
り
順
次
変
更
し
、

変
更
後
も
従
来
の
在
庫
品

は
使
用
可
能
と
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
町
内
会
等
の

会
合
の
機
会
を
捉
え
て
市

民
へ
説
明
を
行
い
、
理
解

と
十
分
な
意
識
浸
透
を
図

り
、
市
Ｈ
Ｐ
等
で
周
知
し
、

取
り
組
み
を
進
め
る
と
し

て
い
ま
す
。

党
市
議
団
は
、
２
０
２

２
年
８
月
９
日
に
、
仙
台

市
葛
岡
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

視
察
を
行
い
、
ご
み
指
定

袋
の
透
明
化
が
分
別
・
減

量
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を

学
び
、
市
に
透
明
化
の
検

討
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

市
内
循
環
線
に
つ
い
て

は
、
特
に
若
者
向
け
の
割

引
で
は
な
い
が
、
１
日
５

０
０
円
で
乗
り
放
題
と
な

る
「
つ
る
お
か
１
日
乗
り

放
題
券
」
を
使
う
と
、
１

日
２
回
以
上
の
利
用
で
得

に
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

学
生
に
対
す
る
市
の
直

接
的
な
支
援
は
な
い
が
、

交
通
事
業
者
と
連
携
し

て
、
こ
う
し
た
取
組
の
周

知
に
努
め
、
物
価
高
騰
等

で
大
変
な
学
生
の
バ
ス
利

用
等
を
促
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
割
合
と
評
価


